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8 月 17日、世界選手権。9月
17日、クラブカップ。10月 7
日、全日本リレー。この 3ヶ
月、筆者は緊張感溢れるリレ
ーを立て続けに経験する機
会に恵まれました。今回は、
3 大会それぞれの前後に考え
たことを振り返ります。 

 

世界選手権リレー 
（ウクライナにて） 

通過者ゼロに終った2007年世界選手
権個人戦予選後、日本チーム内部は
「底」といえる状態でした。それでも、
残された機会がある以上はそれに向け
て全力を尽くすのが競技者です。リレ
ーメンバー（1 走：紺野、2 走：松澤、
3走：加藤）たちは、個人戦の決勝が行
われる中、黙々とそれぞれの調整を続
けました。例年通りの旧マップによる
「予習」や、シチュエーションの想定
といった準備にも、リレー当日が近付
くにつれて身が入ります。今年の世界
選手権は、リレーとロング決勝の会場
が同じで、ロング決勝地図でリレーコ
ース予想もできました。 

 
そして迎えた当日のスタート。一

走・紺野選手は過去 2 レース（ロング
予選とミドル予選）に比べて「自分ら
しい走り」をしているように思えまし
た。紺野選手は、筆者とのタッチの瞬
間、「簡単です！」とのコメントを残し
てくれました。次を託された者の務め
は、「簡単なコース」を「速く走る」こ
とだけです。タッチを受けた時点の順
位は 27 位と、目標の 20 位以内（過去
最高位の14位を更新したいという気持
ちを持ちつつも、個人戦での苦戦もあ
り、「現実を逸脱しない範囲でのチャ
レンジングな数字」を設定していまし
た）を実現するには厳しい展開とはい
え、前後数分にはいくつものチームが
ひしめいていました。どこを切り取っ
ても、一つでも上の順位の獲得に必死
な者同士の、激しい争いが行われてい
る…それがまさに、リレーというもの
です。 

 
紺野選手のタッチを受けてコースに

飛び込んだ筆者は、序盤をシンプルか
つやや慎重に駆け抜け、追撃体制を整
えたつもりでした。そして、初めて森

の中の長い道走りとなる区間に入りま
した。筆者は「ここで一段スピードを
上げることが大事」とばかり、地図を
一瞥した後はランニングに集中するこ
とを心掛けました。ところが、ここに
「罠」がありました。 

道を走って向かった先は、意図する
沢の分岐より遥かに遠い、１本先の沢
の分岐でした。最初に違和感を覚えた
時は、「こじつけの現在地把握」で「現
在地は間違いがないはず」と自分を納
得させていたものの、あまりにおかし
いのでミスの可能性を疑い始めました。
そして、想定と全く異なる場所にいる
ことが分かりました。こういう時の衝
撃と動揺は何度味わっても嫌なもので
す。 

現在地把握後、気を落ち着かせ、そ
こからのベストルートをプランし直し
て再出発したものの、そのアタックで
もミス。次のレッグの逆走的な動きを
している間に、３～４チームに抜かれ
ていることも自覚しました。最近味わ
っていない、何とも屈辱的な状況に陥
りました。 

しかし、落胆している暇はありませ
ん。落胆した者に待つのは、いつも「さ
らなるロスタイム」です。確かに自分
は大きなミスをしましたが、「あれだ
け大きいミスをした割にはよく走っ
た」という形で次走者・加藤選手に引
き継ぐことは可能です。 

 

 
道場主痛恨のミス！ パラレルエラーで６
へ向かうべきところ、７の方向へ…。 

 
そうした「ささやかな抵抗」が功を

奏した部分もあり、そのレッグ以降は
大きなミスを抑えることができました。
とはいえ、自分を抜いていった選手た
ちとの差は広がっていたようです。ミ
スを抑えるために簡単なルートを選び
続けたため、移動距離がかさんでしま
ったのでしょう。同じ長さのコースを
走った紺野選手（ちなみに 3走は１～2

走よりも短めの設定でした）とも９分
の差がありました。3走の加藤選手から
は、レース後「パブリックコントロー
ル付近の走りにキレがなかった」との
指摘を受けました。タッチ後、自分の
タイムを確認した時には、走っていた
間は抑えていた悔しさや悲しさに襲わ
れました。 

 
残された仕事は「応援」のみです。

加藤選手は、終盤ポルトガルやアメリ
カとの競り合いを制し、27 位に順位を
戻してフィニッシュしました。期待の
若手選手が、最後の最後にチームメイ
トを「熱く」してくれました。 

 
レース後、そして帰国後にコース図

を見せながら自分のミスについて説明
した時の、チームメイトや応援してく
ださった方々の感想は、共通して「松
澤選手らしくないミスですね」という
ものでした。その「らしくないミス」
を、世界選手権でしてしまった要因を
精神面のせいにするのはあまりにも安
易です。ここは敢えて、自分の「技術
の厚み」が世界選手権では通用しない
厚さだった、と考えてみることにしま
す。 

筆者は、自分のことを「まずまずの
選手」だとは思っています。でも、「ま
ずまずの選手」の生半可な自信やゆと
りを剥ぎ取り、弱点を露見させてしま
うような激しい戦いが繰り広げられて
いるのが世界選手権です。「屈辱のリ
レー」の後は、日本国内のみで戦う限
りは試されることがないような、しか
し国際大会ではものをいう「技術の分
厚さ」を身に付けるぐらいの気持ちで
オリエンテーリングに集中したいとい
う決意を新たにしました。 

 
来年へつながれ！ 加藤選手の力走。 

RELAY! RELAY! RELAY! 
 

松澤俊行 
松澤俊行のオリエンテーリング道場第 43 回 
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この項の最後に 
技術面を強調すると、「体力面を疎

かにしている」と受け取られることが
あります。しかし、それはまるで逆で、
国際大会で必要な「スピーディなナヴ
ィゲーションのための技術」を獲得す
るには、充実した体力を備えてテレイ
ンでの実戦練習に臨む必要があります。
読者の皆さんには、上記の決意は「基
礎体力向上も一層重視したい」という
意味も含んでいると解釈して欲しいと
思います。 

 
 
 

クラブカップ 
（駒ヶ根にて） 

今や日本最大のオリエンテーリン
グ・イベントである「クラブカップリ
レー」は、自分自身毎年楽しみにして
いる大会です。筆者以外の三河ＯＬＣ
メンバーも「久々の入賞を」という意
気込みを持っていました。 

大会前には、試走担当者からの「7
走は意外にさわやかなコース」とのコ
メントが公開されていました。前日の
競技説明でも、コース設定者から「プ
ログラムにはウイニング45分と書いた
けれども、42～43 分は出るかもしれな
い」との説明がありました。やる気を
掻き立てられましたが、こういう時も
警戒心を緩めてはなりません。 

 
試走では、テレインやコースを熟知

していると思われる熟練者が、適切な
ペース配分をしつつ、難しい場所でも
実戦より少ないストレスで走っていた
可能性があると見ました。また、「エリ
ート選手に対する過剰な期待」がウイ
ニング想定を狂わせることも往々にし
てあります。「『さわやかと言っていた
割にはきつい』と感じたとしても、『そ
ういうこともある』と落ち着きを保っ
てその局面を乗り切ることに集中しよ
う」と、精神面の準備も抜かることな
く当日を待ちました。 

 
迎えた当日。三河 OLC は 6 走まで、

ほぼ想定通りのタイムでの継走が行わ
れていました。それでも、タッチを受
けた時点で入賞圏内（6 位）との差は
13 分。厳しい展開でしたが、残された
7走は全力を尽くすのみです。そうして
走り出したレースは、中盤までは「今
シーズン最高」と言える出来でした。 

 
「これは良いタイムが出るのではな

いか」。そう思った時はいけません。後
半の長めのレッグでは、難しいものの
距離は短くなるルートを選択しました。
しかし、そこでミス、１分のロスに見

舞われました。「強気のルート」のよう
に見え、その実態は「色気のルート」
に過ぎませんでした。続くレッグでも、
アタックで 30秒ほどのロス。一度は引
き離した後続（20 秒後スタート）の横
浜 OLC・紺野選手に先行を許しました。 

 
ここで好タイムはあっさり諦めるこ

ととし、紺野選手との勝負に徹するこ
とに切り替えました。雑念を持ったま
ま戦える相手ではありませんし、終盤
は見通しの悪い中でショートレッグが
続く、「逆転のためにある」と言っても
良い区間でした。紺野選手に前を走ら
せつつ、背後で「紺野選手＋αの読図」
を行なってチャンスを伺いたい場所で
す。仮に紺野選手にミスがなくても、
こちらはより良い足場を選びながら走
って体力をセーブすることができます。
「何なら誘導勝負に持ち込んでも良
い」と腹をくくりました。 

 
途中、紺野選手が異なる方向に進ん

で行きました。そこは少し離れるとフ
ラッグが見えない穴のコントロールだ
ったため、自分自身も 20秒ほど立ち止
まり周囲を眺め回すことになりました
が、紺野選手がこのコントロールを通
過していないことは確かです。「これ
は前に出たか」と思われました。そこ
からは、再度追い付かれないように気
を使いながら、スピードも緩めること
なく歩を進め、「あとは走るだけ」の区
間に達しました。 

一安心するや否や、前方の紺野選手
の姿が視界に入りました。50ｍは先に
いたでしょうか。「勝負あり」でした。
もちろん、紺野選手が転んだり、最終
ポストのパンチを忘れて戻って来たり
する可能性もないことはないので全力
で追ったものの、差が縮まることはあ
りませんでした。レース後の紺野選手
との会話から、終盤のエリアはパター
ンが分かれており、そのために先行さ
れていたことが分かりました。もちろ
ん、リレーではよくあることです。「こ
こはパターンが分かれていないだろ
う」と思い込んだ自分が甘かったので
すが、後の祭りでした。 

 
結果は、紺野選手が 7 走中の最高タ

イムで横浜は 8 位、自分は 2 番目のタ
イムで三河は 9 位でした。全体を通じ
て悪い出来ではないものの、後味は最
悪でした。たとえ入賞を争っていなく
ても、当事者からしてみれば順位一つ
の差は重大である、ということを身に
沁みて再認識しました。 

 

 
勝負のアヤが潜む終盤のコントロールピッ
キング区間。 

 
この項の最後に 

後味は悪かったものの、何日か後に
は、この経験を「入賞争いでもないの
に、レベルの高い相手とリレーらしい
競り合いができた」と、前向きに受け
止められるようになりました。勝った
り負けたりするからこそ「勝負」です。
「勝つ可能性があった」と感じられる
からこそ、そのための準備をしたから
こそ、「悔しい気持ちを味わう権利」も
得られます。個人として、クラブとし
ての準備を継続し、来年は「最高の後
味」に酔うつもりです。 

 
 

全日本リレー 
（加賀にて） 

今年は「日本二大リレー大会」とも
言えるクラブカップリレーと全日本リ
レーの日程が接近していました。上記
の通り、クラブカップリレーでの自分
の走りには幾分かの「納得感」（「満足
感」とは少し異なります）と、それ以
上の悔しさを覚えたのですが、ちょう
ど良いタイミングで次のチャンスが巡
って来ました。 

クラブカップと全日本リレーでは、
チームメイトも、ルールも、テレイン
も大きく変わります。筆者は今年、昨
年に引き続き愛知県選手団の監督を務
めていましたから、個人のことだけで
はなく、また愛知ＭＥ第一チームのこ
とだけではなく、「愛知県選手団が最
高の成績を修めるための働きをする」
ことが求められました。そのために実
際に行なったことは数多く、その内の
一つには、「走順を決定する際の指針
の提示」がありました。これは、原則
に忠実に、かつ手短にまとめた指針だ
と思いますので、この場で公開してお
きます。 
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＜走順決定時の留意事項＞ 
～基本的注意事項～ 
必ずチームメンバー全員で意見交換

をしてください。また、走順決定と前
後して、必ずチームの目標をはっきり
させてください。目標は「××県に勝
つ」といったものでも構いませんが、
第一チームは総合成績を占う上での参
考となるよう、「順位目標」を明示して
ください。 

 
～各走順に求められる役割～ 
・１走 

チームが目標とする展開にタイム
的に近い位置で 2 走に引き継ぐこ
とが仕事。「順位」よりも「タイム
（目標とのタイム差）」が重要であ
る。同時スタートでの集団の走り
に対応できることが求められる。
また、タッチ後、待機する 3 走に
テレイン情報・コース情報を適切
に伝達することも重要な役割であ
ろう。 

・2 走 
１走が集団で帰って来た時には
１走同様集団の中での走りが求
められる。ただし、同時スタート
ではないので、遠目に見えるラン
ナーや後方のランナーをもうま
く使う強かさ・冷静さが必要。集
団がばらけた状態でタッチを受
けた時は、3 走同様順位を意識し
た走りが求められることもある。
「最初にタッチを待つ・受ける選
手」ゆえ、どのような状況にも対
応できる柔軟性と高い総合力を
持つ選手が適任である。 

・3 走 
最終的にチームの順位を決める
走者。タイムより「位置」が重要。
競り合いに勝つための「熱さと冷
静さ」を併せ持つ選手が適任であ
るが、競り合いになることを想定
していない場合や、チームとして
順位を重要視しない場合は、どの
ような状況でもパフォーマンス
が変わらない「マイペースの選
手」も有力な候補となる。上位に
目標を設定しているチームがエ
ースを 3 走に温存すると、2 走ま
でにすっかり展開に乗り遅れる
こともあるので注意が必要。 

 
～最後に～ 

勝負も重要ですが、「相手が嫌がる
ように」と考えるよりは「自分たちが
気持ち良く走れるように」と考えて走
順を決めた方がうまくいきます。 

 
 
 
 

筆者がメンバーであるＭＥ第一チー
ムも、原則を押さえつつ、また各人の
率直な思いもぶつけ合いつつ、慎重に
走順を決定しました。結果として、「自
分たちが気持ちよく走れる」配置にな
ったと思われました。 

 
迎えたレース当日。3人は実際、ほぼ

想定通りの走りをすることができまし
た。1走の小野田剛太選手は集団の中で
も冷静さを失わず、5位でのゴール。筆
者自身は、コントロールの脇を通り過
ぎ、「オーバーラン＋その後の勘違い」
で 2 分以上ロスしたレッグがあったも
のの、そこから立て直すことができ、
目論見通りにチームを先頭まで押し上
げました。3走の安斎秀樹選手も、望ん
でいた「チャレンジングな優勝争い」
を充分堪能しつつ、現状発揮できる力
の全てをこの日の走りに注ぎ込んでく
れたと思います。「納得の継走」でした。 

「満足の継走」には、少しだけ及び
ませんでしたが…。 

 
この項の最後に 

振り返ってみて、「メンバー間のコ
ミュニケーションの大切さ」を再認識
できたリレーだったと思います。準備
の過程で、選手団内の若手選手に「リ
レーにおいては、メンバー同士が仲良
しであることよりも、本音をぶつけ合
うコミュニケーションを通じてエネル
ギーを生み出せることが重要」という
言葉を伝えました。愛知県選手団には、
そんなエネルギーを生み出せるチーム
が多く、それが総合 2 位獲得につなが
ったと考えています。そんな「強い愛
知県」は、すでに来年の総合優勝達成
に向けて盛り上がり始めています。 

 

最後に 
今年の全日本リレーは、「加賀海岸」

という特殊なテレインでの開催、モデ
ルイベントが中止になったこともあり、
やや「荒れた」印象が残りました。来
年は同じ加賀海岸でクラブカップリレ
ーが開催され、前日にもイベントが行
なわれるとのこと。そうなれば、有力
クラブの選手たちは充分対応を図った
上でレースに臨むはずです。スピード
勝負の度合いは高まることでしょう。
また、緊張感溢れるリレーの醍醐味（＝
スピーディな競り合い）を堪能できそ
うです。 

クラブカップの一ヶ月前に終ってい
る世界選手権（2008年は 7月にチェコ
での開催）でも、「今年のリベンジ」と
いきたいものです…。 

（松澤俊行） 
 

 
斜面登りは元気の源？ 筆者が先頭に躍り
出る足がかりとなった全日本リレーＭＥ後
半のレッグ。（レッグ線脇の実線は道場主
のルート。） 

 

 
全日本リレー大会で驚異的なタイムを叩き出し
た松澤俊行の走り 
（2007 年 10 月 7 日石川県加賀市） 
 
＜松澤俊行プロフィール＞ 
1972 年静岡県生まれ。東北大学に入学した
1991 年からオリエンテーリングを始める。2003
年からの 4 年間、愛知教育大学 教育学部 生
涯教育課程 スポーツ・健康コースで生涯スポ
ーツについて学ぶ。2007 年 4 月からは同大学
の大学院に進学し、スポーツの普及と指導に
関する研究を継続している。 
主宰する「松塾」の塾生は徐々に増加中。 
「松塾」塾生募集要項も閲読可能なホームペー
ジのＵＲＬは下記。 
http://members.aol.com/mazzawa/index.html 
 


